











































特に利潤留保制度 ・奨励金分配制度が取 り上げられたのか,こ れはその他
の制度改革とどのような関係にあり,どのような意味をもっのか,い ま一







論文は,院生 ・専門研究者の業績に対 して同様にその形式的要件,主 題の
適切性,論 述の説得性,論 点にかかわる執筆者の知識と代表的な既存研究
にっいての理解,論 文か ら読み取れる筆者の学問的センスといった様々な
角度か らの感想,意 見,問 題指摘などが行われる。とはいえ,最終的な論
文の評価と賞の決定に際 しては,審査対象者が学部学生であることに十分
な配慮がなされる。





問題を生 じてきているのか,こ の点の整理 と把握 はしっかりとなされてお
り,こ うした点が評価 された。
最後に,筆者はこの論文を執筆することでさらに中国企業の今後におけ
る新たな経営管理上の改革,新 制度の導入などを研究 してい くうえで貴重
な1ス テップを築いたものと考えたい。
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